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第６次栄村総合振興
計画後期基本計画を
策定しました

　総合振興計画は、長期的な展望に基づいて、村づくりの将来目標を示すとともに、村政を総合的、計
画的に運営するために、施策の展開にあたっての基本方向を示すものであり、村政運営の最も基本とな
る計画です。
　第６次栄村総合振興計画は、平成29年度から令和８年度を基本構想期間、平成29年度から令和３年度
までを前期基本計画期間として策定し、長野県北部地震からの更なる復興を目指して取り組んできまし
た。当村がいま直面している最大の問題は人口減少です。平成27年国勢調査では1,953人、令和２年国
勢調査では1,660人にまで減少しています。栄村が栄村らしく持続していくには一定の人口規模が必要
です。一人でも多くの若者が村に住み、地域の活力となり、全ての村民が将来に自信と希望を持って暮
らせる村を目指すため、強力な対策が求められています。
　このような背景から、平成29年に策定した基本構想を見直すとともに、令和４年度から令和８年度ま
での後期基本計画を策定しましたので、その概要についてお知らせします。

計画の施策項目と体系

若
者
の
定
住
拡
大
で
持
続
可
能
な
村
を
実
現

一
人
一
人
が
希
望
に
満
ち
た
生
き
方
を
創
造
で
き
る
村

基本目標１

基本目標２

基本目標５

基本目標３

基本目標４

第１章　持続可能な村づくり

第２章　災害につよい村づくり

第５章　豊かな心を育む村づくり

第３章　活力ある村づくり

第４章　健やかに暮らせる村づくり

第１節　人口対策
第２節　集落の活性化
第３節　行政運営
第４節　自然保護と景観
第５節　新たな社会への対応

第１節　防災・減災体制の強化
第２節　道路ネットワークの整備
第３節　道路除雪対策

第１節　子どもを育む
第２節　地域を育む
第３節　歴史を学び、文化を育む

第１節　農業・畜産業
第２節　林業
第３節　商工業
第４節　観光業

第１節　子どもが健やかに育つ環境
第２節　高齢者福祉
第３節　健康増進と安心できる医療の確保
第４節　精神保健対策
第５節　障がい者（児）福祉
第６節　生活環境の整備
第７節　交通対策
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基本目標１　持続可能な村づくり
　栄村が大きな自然空間を活かした低密度居住地域として、地域を持続的に発展させることは先
進的意義を有し、国土全体を守る役割を担います。また、若者の人口を増やすと共に、村の土台
である集落を維持させるため、集落間連携等の新しいあり方を創造し、住民自治と行政が協働し
て持続可能な村づくりを推進します。

基本目標２　災害につよい村づくり
　今、気候変動を主要因とするさまざまな自然災害に直面しています。私たちは、震災を乗り越
えた経験を大切にして、村民一人一人が平素から自然災害がもたらす危険をチェックして、命を
守る行動ができるようにします。そして、災害に備える態勢を不断に整備し、災害につよい村を
目指します。

基本目標３　活力ある村づくり
　地域資源の複合的有効活用により、村の産業を力強く発展させていきます。村の土台を成す農
林畜産業の持続的発展と、豊かな自然環境を活かした山村体験型観光の創造的な展開を目指しま
す。さらに、豊かな自然環境を活かした再生可能エネルギー産業を軸に商工業の新たな発展を目
指します。

基本目標４　健やかに暮らせる村づくり
　子どもたちがのびのびと逞しく育ち、お年寄りがいつまでも元気に生きがいと楽しみをもって
暮らし続けられるように、福祉や医療体制の充実に努めます。村民一人一人が「自らの健康は自
ら守る」意識を醸成し、「互いにいたわり助け合う」やさしさと思いやりのある村を目指します。

　恵まれた自然環境や歴史・文化を再認識して、一人一人が自由に穏やかに誇りをもって
生活できる村、将来に自信と希望を持てる村を目指します。

基 本 構 想

「一人一人が希望に満ちた生き方を創造できる村」
将来像のテーマ

基本目標と指針

基本目標５　豊かな心を育む村づくり
　少数社会であるからこそできる、「一人一人を大切にし、その能力を豊かに育み、現代社会で
自立できる多様な能力を身につけた子どもたちを育てる」教育を実現します。また、子どもから
お年寄りまで、全ての村民に学ぶ機会を提供し、村の持続的発展の担い手として絶えず成長する
村を目指します。



（4）広 報 さ か え令和４年３月１日

基 本 計 画

第１章　持続可能な村づくり
第１節　人口対策
　◎一度村を離れた子どもたちが栄村に帰り定住したり、子育て世代が栄村に移住してもらえるよう、安心して子育ての

できる環境づくりや、移住後の支援、住宅の確保など受け入れ体制の整備を積極的に進めます。
　◎民間企業と協力して賃貸住宅の整備を進めます。
　◎村内の結婚希望者に対して、イベントの開催やマッチングシステムの活用など、ニーズに合った多種多様な出会いの

場の創出を図ります。
　◎友好、姉妹都市と定期的な情報交換を行いながら交流推進体制を整備し、幅広い分野での住民間交流活動を積極的に

支援します。
第２節　集落の活性化
　◎今後の集落のあり方や将来ビジョンについて、住民や各集落等が主体的に考えるきっかけとなるように勉強会や講演

会などを開催していきます。
第３節　行政運営　
　◎職員の資質向上を図るための研修を充実させるとともに、村民や地域のニーズに部署を横断した対応ができるよう行

政運営の総合性・柔軟性を高めていきます。
　◎公共施設個別施設計画や公共施設等総合管理計画などに基づき、住民などの意見を踏まえながら村有財産の統廃合や

効率的な維持管理に努めます。
　◎村民にとって最適な広域行政サービスを充実させるため、関係市町村と連携して推進体制を強化するとともに、運営

施設の適正な管理と整備に取り組みます。
　◎広報は記事の内容を充実し、村ホームページ、SNSなど多様な方法で、様々な方が取得しやすく分かりやすい効果

的な情報発信を行います。
第４節　自然保護と景観
　◎自然保護に関する専門家と連携して栄村の豊かな森林資源や自然環境、希少動植物の調査・保護・保全を積極的に進

めます。
第５節　新たな社会への対応
　◎地域資源を活用した木質バイオマス発電や小水力発電など再生可能エネルギー事業に取り組む民間企業を支援します。
　◎年齢、国籍、障がいのある人、多様な性と性を定めない人（LGBTQ）など、多種多様な人々が自分らしく生きるこ

とができるよう、村民が互いに理解を深め尊重し合える村づくりを進めます。

第２章　災害につよい村づくり
第１節　防災・減災体制の強化
　◎ハザードマップに基づく危険箇所の再確認や避難情報発令への備え等、行政の災害警戒態勢の点検と整備強化を図り

ます。
　◎消防団は村の防災力の根幹を成す組織であることから、消防団員の確保を図ります。
第２節　道路ネットワークの整備
　◎村土が広く、集落が点在しているため、国県道と村道から成る道路網を災害時の迅速な対応を可能とする強靭なもの

とする必要があります。
第３節　道路除雪対策
　◎道路改良や排雪箇所の確保に努め、除雪体制の強化を図ります。

第３章　活力ある村づくり
第１節　農業・畜産業
　◎現在の水田を今後も継続して耕作していくため、集落営農組織間の連携や機能充実、集落営農組織の法人化等を積極

的に推進します。このために、中山間地域等直接支払い制度や棚田地域振興法に基づく棚田加算等を積極的に活用し
ていきます。

　◎畜産経営の改善を目指し、経費削減策や資金などの相談ができるよう関係機関との連携を強化します。
第２節　林業
　◎森林整備を促進するため、境界明確化や森林簿のデータ化を進め、林業団体が作成する森林経営計画作成のための団

地化の取り組みを支援します。また、山林活用が容易となるように林道・作業道の整備を進めます。
第３節　商工業
　◎事業資金の斡旋や保証料の補助など、村内事業者の経営支援に取り組みます。
　◎村と商工会が連携し、村内消費活性化のため取り組みや、他地域の事例研修などを進めます。
　◎若者のチャレンジ事業を応援し、起業の取り組みを支援します。
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第４節　観光業
　◎苗場山など2,000ｍ級の「日本百名山」「日本三百名山」に選定されている山々こそ秋山郷観光の最大の基軸です。山

情報の発信、道標や登山道整備、登山ガイドの育成を進め、登山者の増加を目指します。
　◎ゲレンデから拡がる絶景や本格的なコース設定、プライベートゲレンデとして楽しめるアットホームなスキー場の魅

力をより多くの人に発信し、新規顧客の獲得を目指します。
　◎道の駅は、村の観光窓口であり観光拠点施設として、施設の充実を図ります。
　◎山岳観光・高原観光、スキー場を基軸とした観光宣伝とイベントを推進します。

第４章　健やかに暮らせる村づくり
第１節　子どもが健やかに育つ環境
　◎安心して出産し子育てできる環境整備を進めるため、地域と行政が連携して切れ目のない子育て支援を行ないます。
第２節　高齢者福祉　　
　◎高齢になっても地域や周囲の人の支援ができる仕組みを作ることで、いつまでも生きがいを感じながら暮らせる村を

目指します。
　◎要介護状態になっても、いつまでも住み慣れた地域で生活できるよう、地域の生活支援や見守り体制の整備、高齢者

とその家族の支援などの体制づくり、機能強化に取り組みます。
第３節　健康増進と安心できる医療の確保　
　◎特定健診及びがん検診、歯科検診等の受診率を向上することで生活習慣病の早期発見、早期治療につなげることで重

症化予防に努めます。また、健診結果を活かした保健師・管理栄養士による保健指導や健康教育、各種相談を実施し、
生活習慣病予防のための生活改善を支援します。

　◎村の直営診療所については、身近なかかりつけ医として治療やケアの枠組みにとらわれず、安心して暮らすことがで
きるよう、今後も地域住民の健康を支えていきます。

　◎国民健康保険財政の安定化を図るため、県では令和９年度までに保険税率の二次医療圏（緊急医療を含む一般的入院
治療が完結する区域・北信６市町村）統一を予定しています。このため、村では国民保険税の激変を避けるための措
置を講じていきます。

第４節　精神保健対策
　◎誰も自殺に追い込まれることのない地域の実現を目指して、気軽に悩みを相談できる体制づくりを進めるとともに、

専門職による訪問や関係職種間の横断的な連携により、心の病気の予防・深刻化の防止を進めます。
第５節　障がい者（児）福祉　
　◎障がいの特性や二ーズに応じた自立支援給付や障害児通所給付により、在宅生活を支援し、障がいのある人や介護者

の負担を軽減します。
第６節　生活環境の整備
　◎水道経営の長期的安定運営を図るため、水道料金の段階的な改定を検討します。
　◎老朽化に伴う農業集落排水処理施設の機能診断業務を実施し、継続更新について検討していきます。
　◎津南地域衛生施設組合が運営するごみ焼却施設の今後のあり方について、津南町と検討していきます。
　◎高齢者や障がい者、疾病などのある方も安心して冬期間の生活ができるように、雪害対策救助員と道踏み支援員の確

保を図り支援体制を継続します。
　◎飯山警察署、交通安全協会など関係機関と連携を強化し交通安全対策を推進し、交通安全思想の普及啓発を図ります。

特に高齢者は交通事故の発生率が高いため、関係機関と連携し交通安全講習会等を定期的に開催します。
　◎飯山警察署などと連携し、悪徳商法やなりすまし詐欺に遭わないよう、告知放送などを通じて住民に注意を促します。

特に高齢者に対しては、会合の場などを通じて注意を呼びかけるなど、啓発活動を強化します。
第７節　交通対策
　◎デマンド交通の利用状況を検証し、東部線・西部線・水内線・秋山郷線の利便性向上と、土日、祝日のデマンド交通

のあり方について検討します。

第５章　豊かな心を育む村づくり
第１節　子どもを育む　　
　◎施設の老朽化及び小人数に応じた、保育園、小中学校の施設整備の研究を進めます。
　◎子どもたちの多様な価値観に対応する「総合力」を育むとともに、保育園・小学校・中学校へと切れ目なく繋いでい

く教育体制の研究を進めます。
第２節　地域を育む　　
　◎村民一人一人が個性を発揮し、生き生きと暮らしていくために生涯を通じた学習の場を提供します。
第３節　歴史を学び、文化を育む　
　◎栄村誌で収集・整理された資料等を積極的に活用し、村民が村の豊かな自然、歴史、文化を認識し関心を深めること

で、貴重な資産を後世に継承していきます。また、そのための拠点施設として、栄村歴史文化館を活用します。

総務課　企画財政係　☎0269-87-3112問合せ先
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・接種券及び予診票、本人確認書類等を忘れずにお持
ちください。

・ワクチンは肩の上部に接種します。肩を出しやすい
服装でお越しください。

・予防接種は個別に時間を指定しています。時間正確
にお越しください。

・マスクの着用、手指消毒等の感染防止対策にご協力
をお願いします。

問合わせ先 暮らしと健康の相談窓口（民生課　健康支援係内）
☎０２６９-８７-３０２０（直通）

《３月の接種について》
●日程及び対象者

●接種を希望しない場合・キャンセルの場合
　接種は強制ではありません。接種を希望しない場合やすでに職場等で接種を終えている方は、下記ま
でご連絡をお願いいたします。（有効にワクチンを使用したいと考えています）

　新型コロナワクチンの追加接種（３回目）について、
下記のとおり実施します。
　追加接種（３回目）についても、１、２回目と同様に
地区ごとに接種日時を設定させていただきます。対象と
なる方に接種券、予診票等の必要書類を発送しておりま
すので、ご自分の接種日時をご確認ください。

　事情により、まだ１度も接種を受けて
いない方や、１回目接種は受けたが２回
目の接種は受けていないという方で、こ
れから接種を希望する場合は、下記の問
合せ先までご相談ください。

初回接種（1回目、２回目）
をこれから受けたいと

いう方へ

接 種 日 会　　場 対　象　の　方

１ ３月11日㈮ かたくりホール

18歳以上で、新型コロナワクチンの2回目接種から6ヵ月が
経過している方

２ ３月12日㈯ かたくりホール

３ ３月13日㈰ かたくりホール

４ ３月26日㈯ 栄 村 診 療 所

※２回目の接種から６ヵ月が経過していない方については、４月以降に接種を行います。該当される方には、接種が可能な
時期になりましたら個別にご連絡いたします

新型コロナワクチン追加接種（3回目）のお知らせ

スムーズな予防接種のためのお願い

小児（５歳～11歳）の新型コロナワクチン接種について
　小児の（５～11歳）の新型コロナワクチン接種が始まります。
　小児のワクチン接種については、大人と同様に重症化リスクの高い基礎疾患のある方から優先的に接
種をすることとされています。
　村では、対象となる一人ひとり（保護者）にアンケートを実施し、基礎疾患の有無や接種希望につい
て確認をしたうえで接種を行う予定です。対象の方には、アンケートをお送りいたしますので、届きま
したらご回答をお願いいたします。
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建設課　建設事業係　☎0269-87-3113問合せ先

令和4年度 第1期より 水道メーターの検針票が変わります
　検針システム導入により、
３月検針分より検針票が左記
のようになります。
　使用量のほかに請求見込額
も表示されますので口座振替
前の残金確認などにご活用く
ださい。

　
新
し
い
検
針
票
（
表
）

　
新
し
い
検
針
票
（
裏
）

【問合せ先】

建設課　建設事業係
☎0269-87-3113

　令和２年12月の大雪で、倒木による停電が発生し、甚大な災害となり安心・安全な生活が脅かされました。
　村では、これらを未然に防ぐため、県民税、森林譲与税を活用し支障木伐採事業を重点的に実施しました。
今年度は、長瀬横倉（停）線沿い（貝廻り坂の月岡～野田沢、程久保、大久保、天地の約600本）で伐採を行
ったことで、この冬は倒木による停電災害もなく、事業実施の効果が発揮されています。
　この事業は補償費がなく、地権者及び近隣住民の皆様方に、ご理解とご協力を頂いたおかげで実施すること
ができました。心より感謝申し上げます。これにより、住民の皆様の安心・安全な暮らしを守るライフライン
が確保されました。
　令和４年度は、秋山郷森宮野原（停）線（かたくり街道付近）、白鳥旧国道、中条国道沿い等の事前伐採を
計画しています。円滑な事業推進に、村民の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

大雪による倒木災害未然防止事業を実施しました
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長
野
県
農
村
生
活
マ
イ
ス

タ
ー
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

申＝申し込み先 　問＝問合せ先 　予＝予約先

　

令
和
3
年
12
月
に
鑓や
り

水み
ず

愛あ
い

さ
ん
（
長

瀬
）
が
、
長
野
県
農
村
生
活
マ
イ
ス
タ

ー
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
野
県
農
村
生
活
マ
イ
ス
タ
ー
と

は
、
よ
り
豊
か
な
農
家
・
農
村
社
会
の

発
展
を
目
指
し
、
地
域
農
業
の
発
展
や

農
家
生
活
の
向
上
な
ど
、
地
域
の
実
践

的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
す
る
意
欲
的

な
女
性
農
業
者
を
、
長
野
県
知
事
が
認

定
を
す
る
も
の
で
す
。

　

栄
村
の
農
業
活
性
化
の
た
め
、
鑓
水

さ
ん
の
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

左から宮川村長、鑓水愛氏、斎藤勝美氏（現農村生活
マイスター）

りよだ健保
～思いやりで、気づき、つなげる～

　先日、東京の大学生と栄村の暮らしや文化について話す機会がありました。学生から、「お互いを思
いやる関係が自然とできている栄村は魅力的だ」と感想がありました。思いやりのある関係は相手のさ
まざまな変化に気づくために大切なことです。
　村では、３月の自殺対策強化月間に合わせて、相談会や図書室に特設ブースを設置します。もしもご
自身や周囲の方で悩みや困り事を抱えた方がいらっしゃいましたらご案内ください。

　相談内容に応じ、村内外の適切な相談機関をご案内します。お気軽にご連絡ください。

・心とからだの健康相談会
　日時：３月17日　14時～
　　　　要予約

・栄村図書室に特設コーナー
設置

３月中の主な取組

・民生課健康支援係（保健相談、暮らしと健康の相談窓口、子
育て世代包括支援センター）� ☎87-3020

・地域包括支援センター（高齢者総合相談）� ☎87-3301

・民生課住民福祉係（障がい福祉相談）� ☎87-3114

年間を通した身近な相談窓口等

電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
の
活
用
に
つ
い
て

◆
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
と
は
？

　

発
電
用
施
設
の
立
地
地
域
・
周
辺
地

域
で
行
わ
れ
る
公
共
用
施
設
の
整
備

や
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
事
業

に
対
し
て
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と

で
、
発
電
用
施
設
の
設
置
に
係
る
地
元

の
理
解
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
栄
村
に
お
い
て
は
、
交
付
金

１
５
，
８
７
５
千
円
を
有
効
活
用
し
保

育
所
運
営
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

栄
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
交
付
金
活
用
状
況
と
事
業

評
価
報
告
書
を
公
表
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問　

総
務
課　

財
政
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

栄村ＨＰ

栄村周辺の発電用施設

発電施設の名称

東京電力　信濃川発電所

東京電力　中津川第一発電所

東京電力　切明発電所

東北電力　宮野原発電所

中部電力　志久見川第一発電所

中部電力　志久見川第二発電所
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新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
る
確
定
申
告
期
限
の

延
長
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
期
限
ま
で
の
申
告
・
納
付

が
困
難
な
場
合
に
は
、
令
和
４
年
４
月

15
日
㈮
ま
で
の
間
、簡
易
な
方
法
（
※
）

に
よ
る
申
告
・
納
付
期
限
の
延
長
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
栄
村
役
場
の
確
定
申
告
相
談

会
場
は
３
月
15
日
㈫
ま
で
で
す
。
延
長

期
間
に
申
告
を
す
る
場
合
は
、
信
濃
中

野
税
務
署
に
直
接
郵
送
ま
た
は
持
ち
込

み
等
に
よ
り
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
期
限
後
に
申
告
が
可
能
に
な
っ
た
時

点
で
、
申
告
書
の
余
白
に
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
申
告
・
納
付

期
限
延
長
申
請
」
で
あ
る
旨
を
記
載

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
税
務

署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　

信
濃
中
野
税
務
署

　
　

☎
０
２
６
９
─

２
２
─

３
１
５
１

国税庁HP

自
衛
隊
一
般
幹
部
候
補

生
・
海
上
航
空
自
衛
隊

技
術
幹
部
の
募
集

自
動
車
の
登
録
・
検
査

手
続
き
は
お
早
め
に

４
月
の
出
張
年
金
相
談

の
ご
案
内

自
筆
証
書
遺
言
書
の

保
管
制
度
に
つ
い
て

◆
一
般
幹
部
候
補
生

　

幹
部
候
補
生
学
校
へ
入
隊
し
約
1
年

の
教
育
を
経
て
幹
部
自
衛
官
に
任
官
し

ま
す
。

・
資　

格
：
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

・
受　

付
：
3
月
1
日
～
4
月
14
日

・
試
験
日

　

一
次
：
4
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

　

二
次
：
5
月
27
日
㈮
～
6
月
2
日
㈭

　

※
海
・
空
飛
行
要
員
の
み
三
次

　

海
：
6
月
23
日
㈭
～
27
日
㈪

　

空
：
7
月
16
日
㈯
～
8
月
4
日
㈭

◆
海
上
・
航
空
自
衛
隊
技
術
幹
部

　

3
等
海
・
空
尉
以
上
で
採
用
さ
れ
、

幹
部
自
衛
官
と
し
て
勤
務
し
ま
す
。

・
資　

格

　

大
卒
以
上
の
者
で
、
応
募
資
格
に
定

め
ら
れ
た
学
部
・
専
攻
科
を
卒
業
後
、

2
年
以
上
の
業
務
経
験
の
あ
る
者

※
応
募
資
格
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

・
受　

付
：
3
月
1
日
～
5
月
20
日

・
試
験
日
：
6
月
20
日
㈪

問　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　
　

☎
０
２
６
─

２
３
５
─

６
０
２
６

　

3
月
下
旬
は
自
動
車
の
検
査
・
登
録

申
請
が
多
く
、
窓
口
が
大
変
混
み
合
い

ま
す
。
車
検
の
手
続
き
は
、
1
ヶ
月
前

か
ら
受
験
で
き
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く

2
月
中
に
、
廃
車
・
名
義
変
更
等
の
手

続
き
は
、
3
月
中
旬
ま
で
に
申
請
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問　

長
野
運
輸
支
局

　
　

☎
０
５
０
─

５
５
４
０
─

２
０
４
２

　

長
野
北
年
金
事
務
所
で
は
、
毎
月
出

張
年
金
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ご

予
約
の
う
え
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
中
野
市
会
場
：
中
野
市
中
央
公
民
館

・
相
談
日
：
４
月
５
日
㈫　

・
予
約
受
付
期
間
：
３
月
31
日
ま
で

◆
飯
山
市
会
場
：
飯
山
商
工
会
議
所

・
相
談
日
：
４
月
21
日
㈭　

・
予
約
受
付
期
間３

月
22
日
～
４
月
18
日

・
開
設
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
３
時

・
相
談
時
間
：
30
分
毎

予
・
問　

長
野
北
年
金
事
務
所　

　
　
　
　

☎
０
２
６
─
２
４
４
─
４
０
９
７

　

法
務
局
で
は
、
自
筆
で
書
い
た
遺
言

書
を
保
管
す
る
「
自
筆
証
書
遺
言
書
保

管
制
度
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
筆
証
書
遺
言
書
は
、
相
続
を
め
ぐ

る
紛
争
を
防
止
す
る
た
め
に
有
効
な
手

段
で
す
。
し
か
し
、
遺
言
書
を
作
成
し

た
本
人
の
死
亡
後
、
相
続
人
等
に
発
見

さ
れ
な
か
っ
た
り
、
改
ざ
ん
さ
れ
る
等

の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
自
身
の
財
産
を
ご
家
族
へ
確
実
に

託
す
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
遺
言
書
の

作
成
を
お
考
え
の
際
は
、
ぜ
ひ
「
自
筆

証
書
遺
言
書
保
管
制
度
」
の
活
用
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
遺
言
書
保
管
制
度
の
手
続
き

に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、「
長
野
地

方
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

問　

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

　
　

☎
０
２
６
９
─

６
２
─

２
３
０
２

長野法務局HP
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こ
ん
に
ち
は
！
ど
ん
ど
ん
積
も
っ
て

い
く
雪
に
若
干
心
が
折
ら
れ
気
味
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊 

佐
藤
で
す
。
初
め

て
栄
村
に
来
た
一
昨
年
は
ほ
と
ん
ど
雪

が
降
ら
ず
、
年
を
経
る
ご
と
に
ど
ん
ど

ん
雪
が
増
え
て
い
く
印
象
で
す
。
ま
さ

か
来
年
は
今
年
よ
り
増
え
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
？
今
か
ら
ド
キ
ド
キ
で
す
（
笑
）

　

さ
て
１
・
２
月
の
活
動
報
告
で
す
。

こ
の
期
間
は
、
ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
や

レ
ス
ト
ラ
ン
で
働
き
な
が
ら
、
合
間
に

任
期
後
の
起
業
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。

ス
キ
ー
場
の
運
営
に
少
し
で
も
関
わ
り
、

内
部
を
知
れ
る
と
い
う
良
さ
も
あ
り
ま

す
が
、
や
は
り
一
番
の
収
穫
は
、
村
内

外
の
多
く
の
人
と
知
り
合
い
に
な
れ
た

こ
と
で
す
。
と
い
う
の
も
、
一
緒
に
働

く
方
に
は
農
家
さ
ん
が
多
く
、
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
の
話
を
す
る
と
、「
人
足
り
て

な
い
か
ら
来
な
い
か
い
？
」
と
言
っ
て

く
れ
る
方
も
い
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
と

は
い
え
仕
事
が
あ
る
か
な
い
か
は
、
シ

ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
住
人
に
と
っ
て
は
非
常

に
重
要
な
こ
と
な
の
で
、
今
回
の
出
会

い
は
と
て
も
大
き
い
も
の
で
す
。
こ
の

調
子
で
少
し
ず
つ
、
確
実
に
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
の
認
知
度
を
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
今
年
の
３
月

末
で
協
力
隊
と
し
て
の
任
期
が
終
了
し

ま
す
。
つ
ま
り
こ
の
活
動
報
告
も
今
回

で
最
後
に
な
り
ま
す
の
で
、
少
し
こ
れ

か
ら
の
話
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず

任
期
後
で
す
が
、
栄
村
に
定
住
し
、
シ

ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
運
営
、
農
作
業
の
手
伝

い
、
そ
の
他
w
e
b
記
事
の
翻
訳
等
を

組
み
合
わ
せ
て
生
計
を
立
て
て
い
こ
う

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
３
月
に
は

入
籍
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
て
、
現
在

の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
用
の
物
件
の
他
、
も

う
一
軒
借
り
ら
れ
な
い
か
と
住
宅
を
捜

索
中
で
す
。
さ
ら
に
さ
ら
に
、
そ
の
物

件
を
利
用
し
移
住
前
か
ら
ず
っ
と
や
り

た
か
っ
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
も
開
業
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
（
も
ち
ろ
ん
条
件

が
合
え
ば
で
す
が
）。

　

協
力
隊
と
し
て
の
活
動
は
終
わ
り
ま

す
が
、
栄
村
内
で
の
佐
藤
の
活
動
は
ま

だ
ま
だ
続
き
ま
す
！
栄
村
の
皆
さ
ん
、

ま
ず
は
3
年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
西
部
地
区
担
当

�

佐
藤
慎
平

地
域
お
こ
し
協
力
隊

Vol.13

佐
藤
隊
員
活
動
通
信

地域おこし協力隊ってこんな人！
　地域おこし協力隊とは、地方自治体からの委嘱を受け、都市地域から人口減少や高齢化等の進行が著しい地
域に移住し、地域ブランドや地場産品の開発・販売・ＰＲ等の地域おこし支援や、農林業への従事、住民支援
などの「地域協力活動」を行いながら、その地域への定住・定着を図ることを目的とした制度です。

　栄村では、平成27年に初めて、地域資源の発掘・振興、移住交流活動、高齢者の見守り等の活動をしていた
だく隊員を秋山地区に３名受け入れました。その後も秋山地区に４名、栄村社会福祉協議会に２名、西部地区
に１名、計10名の隊員を受け入れています。その内、現在３名の隊員が任期後も村内に定住していただいてい
る状況です。現在は、２名の隊員が村内で活動中です。

任 期 １年以上３年以内 隊 員 全国で約5,500人、県内では約330人

木
き

村
むら

　優
ゆう

（２年目・秋山地区）
～大阪府堺市から栄村へ～　秋山郷の魅力発信や地域資源を活用した特産品開発などに取り組んでいます。

佐
さ

藤
とう

　慎
しん

平
ぺい

（３年目・西部地区）

～埼玉県さいたま市から
栄村へ～

　農業活動、イベント企画

や交流活動などに取り組ん

でいます。
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ひ
ん
ご
遺
跡
の
発
掘
は
栄
村
初
の
大

規
模
な
調
査
で
あ
り
、
膨
大
な
出
土
品

は
村
の
原
始
時
代
の
様
子
を
明
ら
か
に

す
る
貴
重
な
物
で
す
。
1
万
点
を
超

え
る
出
土
品
か
ら
保
存
状
態
の
よ
い

1
0
7
0
点
が
村
指
定
文
化
財
と
な
り

ま
し
た
。
栄
村
歴
史
文
化
館
こ
ら
っ
せ

で
そ
の
一
部
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

�

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

◆
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
会
◆

　

推
進
室
で
は
2
月
14
日
に
第
7
回
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
応
募
さ
れ
た
作
品
は
2
7
4

点
。
昨
年
度
よ
り
も
1
0
0
点
程
多
く

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

厳
正
な
る
審
査
を
経
て
合
計
27
点
が

選
ば
れ
、
そ
の
大
半
は
村
内
の
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。
写
真
映
え
す
る
箇
所
が
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ

ま
す
。

　

来
年
度
も
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実

施
し
ま
す
。
昔
に
撮
っ
た
写
真
で
も
応

募
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
応
募

い
た
だ
き
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ン
サ
ー
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
村
内
業
者
の
皆
さ
ま
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
栄
村
ジ
オ
学
習
の
ご
案
内
◆

　

栄
村
誌
を
読
み
解
く

�

～
歴
史
・
自
然
編
～

　

2
月
26
日
㈯
に
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
村
誌
の
講
座
を
歴
史
編
と
自
然

編
を
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

　

講
師
は
編
纂
主
任
の
樋
口
和
雄
先
生

と
自
然
部
会
長
の
清
水
岩
夫
先
生
で

す
。
編
纂
に
あ
た
り
明
ら
か
に
な
っ
た

村
の
歴
史
や
自
然
に
つ
い
て
専
門
家
の

視
点
か
ら
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
私
た
ち
の
暮
ら
す
地
域
の
魅
力
を

再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
申
し
込

み
・
お
問
合
せ
は
栄
村
教
育
委
員
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

◆栄村誌を読み解く◆
～歴�史／自然編～

期　日：令和４年３月26日㈯

時　間：13：30～16：00（予定）

講　師：樋口和雄 先生（歴史編）
　　　　清水岩夫 先生（自然編）

場　所：栄村役場議場兼大会議室

村
文
化
財
に
新
た
に
2
件
を
指
定
し
ま
し
た

●
仙
当
城

　

月
岡
区
に
あ
る
山
城
。
群ぐ
ん

雄ゆ
う

割か
っ

拠き
ょ

が

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て

く
れ
る
戦
国
時
代
の
遺
構
で
す
。
月
岡

区
の
有
志
の
み
な
さ
ん
に
よ
り
長
年
整

備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
雪
が
と
け
た
ら

一
度
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

令
和
３
年
度
第
2
回
文
化
財
保
護
審
議
会
を
経
て
、
こ
の
度
、
村
指
定

文
化
財
が
２
件
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

●
ひ
ん
ご
遺
跡
出
土
品

1
0
7
0
点
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タ
ン
ポ
ポ
戦
争
、

負
け
る
な
在
来
タ
ン
ポ
ポ
！

の
が
、
平
滝
集
落
周
辺
で
す
。
集
落
の
す

ぐ
上
で
大
き
な
群
落
を
見
つ
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
群
落
の
す
ぐ
下
に
は
セ
イ

ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
の
大
群
が
迫
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
在
来
タ
ン
ポ
ポ
が
す
で
に
セ

イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る

場
所
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
タ
ン
ポ

ポ
戦
争
」
の
最
前
線
で
し
た
。

タ
ン
ポ
ポ
は
自
然
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

　

ど
う
し
て
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
が
在

来
タ
ン
ポ
ポ
を
脅
か
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
は
、
在
来
タ
ン
ポ
ポ
の
生
育

に
適
し
た
土
地
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。

　

在
来
タ
ン
ポ
ポ
は
、
開
発
な
ど
に
よ
る

土
地
の
攪
乱
が
少
な
い
安
定
し
た
環
境
に

生
育
し
ま
す
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
大
き

な
土
地
の
攪
乱
が
起
き
る
と
、
繁
殖
力
の

強
い
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
な
ど
の
外
来
種

　

ま
だ
外
は
分
厚
い
雪
に
覆
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
も
う
し
ば
ら
く
す
る
と
栄
村
の
爆

発
的
で
感
動
的
な
春
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

タ
ン
ポ
ポ
は
そ
の
春
の
役
者
の
一
人
で

す
。
道
ば
た
で
タ
ン
ポ
ポ
の
姿
を
見
か
け

る
と
、
誰
し
も
春
の
到
来
を
感
じ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、
私
た
ち
の
ご
く
身
近
に
あ
る

タ
ン
ポ
ポ
に
つ
い
て
の
話
題
で
す
。

　

現
在
日
本
に
は
、
亜
種
な
ど
も
含
め
る

と
約
三
十
種
の
タ
ン
ポ
ポ
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
内
、村
内
で
見
ら
れ
る
の
は
、

外
来
種
の
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
、
ア
カ
ミ

タ
ン
ポ
ポ
、
そ
れ
に
昔
か
ら
日
本
に
自
生

す
る
※
在
来
タ
ン
ポ
ポ
の
三
種
類
で
す
。

　

実
は
、
日
本
各
地
で
外
来
タ
ン
ポ
ポ
と

在
来
タ
ン
ポ
ポ
が
、
そ
の
生
育
地
を
巡
っ

て
争
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
「
タ
ン

ポ
ポ
戦
争
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
在

来
タ
ン
ポ
ポ
に
対
し
て
、
外
来
タ
ン
ポ
ポ

が
生
育
地
を
拡
大
し
て
い
る
の
で
す
。
身

近
な
植
物
で
も
こ
う
し
た
争
い
が
起
こ
っ

て
い
る
な
ん
て
、
び
っ
く
り
で
す
。

　

こ
の
栄
村
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
そ

の
前
に
、
外
来
タ
ン
ポ
ポ
と
在
来
タ
ン
ポ

ポ
の
見
分
け
方
を
紹
介
し
ま
す
。
写
真
に

示
し
た
よ
う
に
、
外
来
種
は
花
の
下
の
総

苞
片
（
そ
う
ほ
う
へ
ん
）
と
呼
ば
れ
る
部

分
が
反
り
返
り
ま
す
。
一
方
、
在
来
種
は

総
苞
片
が
反
り
返
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
両

者
を
見
分
け
る
最
も
簡
単
な
方
法
で
す
。

希
少
動
植
物
調
査
員

か
ら
の
報
告
⑯

ま
だ
あ
っ
た
在
来
タ
ン
ポ
ポ
！

　

昨
年
春
、
村
内
の
集
落
周
辺
で
タ
ン
ポ

ポ
の
様
子
を
調
べ
ま
し
た
。
や
は
り
、
圧

倒
的
に
多
い
の
は
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
で

す
。
所
々
で
ア
カ
ミ
タ
ン
ポ
ポ
も
見
つ
か

り
ま
し
た
。
ア
カ
ミ
タ
ン
ポ
ポ
は
、
ほ
か

の
タ
ン
ポ
ポ
に
比
べ
て
、
葉
の
切
れ
込
み

が
深
い
こ
と
や
種
が
赤
茶
色
で
あ
る
こ
と

で
見
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

で
は
、
在
来
タ
ン
ポ
ポ
の
様
子
は
ど
う

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

　

あ
り
ま
し
た
、
あ
り
ま
し
た
よ
！
村
内

に
ま
だ
し
っ
か
り
残
っ
て
い
ま
し
た
。
集

落
内
や
そ
の
周
辺
の
農
道
な
ど
、
十
か
所

以
上
で
在
来
タ
ン
ポ
ポ
を
確
認
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
一
番
多
く
見
つ
か
っ
た

が
い
ち
早
く
入
り
込
ん
で
し
ま
う
の
で

す
。

　

外
来
タ
ン
ポ
ポ
は
、
受
粉
せ
ず
に
種
を

実
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。す
な
わ
ち
、

た
っ
た
一
株
で
も
新
し
い
土
地
に
入
り
込

む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
子
孫
を
増
や
せ
る

わ
け
で
す
。
ま
た
、
在
来
タ
ン
ポ
ポ
は
春

に
し
か
花
が
咲
き
ま
せ
ん
が
、
外
来
タ
ン

ポ
ポ
は
春
か
ら
秋
ま
で
咲
き
続
け
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
在
来
種
と
の
間
に
雑
種
を
作

り
な
が
ら
、
増
え
て
い
き
ま
す
。
種
の
大

き
さ
も
在
来
タ
ン
ポ
ポ
よ
り
も
小
さ
く
、

遠
く
ま
で
飛
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
繁
殖
力
の
強
さ
か
ら
、
現
在
環
境
省
の

生
態
系
被
害
防
止
外
来
種
の
一
つ
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

　

在
来
タ
ン
ポ
ポ
が
残
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
安
定
し
た
自
然
が
残
さ
れ
て
い

る
証
拠
で
も
あ
る
の
で
す
。
何
と
か
在
来

タ
ン
ポ
ポ
を
残
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。
雪
が
解
け
た
ら
、
集
落
周
辺
で
タ
ン

ポ
ポ
を
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。
幸
運
に
も

ま
だ
残
っ
て
い
た
ら
、
そ
の
場
所
は
、
除

草
剤
の
使
用
を
少
し
で
も
控
え
る
な
ど
、

で
き
る
だ
け
彼
ら
が
生
育
し
や
す
い
環
境

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

 

（
希
少
動
植
物
調
査
員
・
涌
井
泰
二
）

国道117号線沿いで見つけた在来タンポポ

総苞片（矢印）の部分が、在来タンポポでは反り
返らず、セイヨウタンポポでは、反り返ります。

※
村
内
に
見
ら
れ
る
在
来
タ
ン
ポ
ポ
が
、
エ
ゾ

タ
ン
ポ
ポ
か
シ
ナ
ノ
タ
ン
ポ
ポ
か
、
ま
た
は

そ
の
両
種
が
見
ら
れ
る
の
か
、
さ
ら
に
詳
し

い
調
査
が
必
要
で
す
。

〈
参
考
文
献
〉　
保
坂
彰
彦
　
2
0
1
7
『
タ
ン

ポ
ポ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
文
一
総

合
出
版
　
ほ
か

在来タンポポ（左）とセイヨウタンポポ
（右）の見分け方
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１月火災・救助・救急出動件数

最高気温 7.4℃ １月26日㈬

最低気温 −6.9℃ １月６日㈭

平均気温 −0.9℃ 総 雨 量 304.0㎜

栄村の気象（１月）

世帯数 796世帯 前月比−2
人　口 1,687人 −5
男 805人 0
女 882人 −5

出生 0
死亡 3
転入 1
転出 3

世帯と人口（２月１日現在） １月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 4 118 飯山日赤� 12

津南病院� 4
そ の 他� 4
不 搬 送� 1
合　　計� 21
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 0 21

野沢温泉村 0 1 32

栄 村 0 0 21

管 轄 外 等 0 0 1

みのがすな　小さな火のもと　火事のもと

３月の納税等
〇国民健康保険税　　　　〇介護保険料　
〇後期高齢者医療保険料　〇村営住宅料
〇ケーブルテレビ使用料　〇教員住宅使用料
〇合併浄化槽使用料　　　〇保育料
〇農業集落排水処理使用料　〇温泉使用料
〇学童保育料　　　　　　〇雪害救助負担金

生活カレンダー３月

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　3月31日㈭　です
口座振替日
　農協・郵便局　　　３月22日㈫
　八十二銀行・県信　３月25日㈮

〈登録方法〉
　右のＱＲコードを読み取り、追加又は以下の方
法で登録してください。
①LINEアプリを開き、検索で「栄村」
　と入力
②LINEアプリを開き、「友だち追加」
　のID検索で＠sakaevillと入力

村の情報はLINEでも配信しています。
ぜひお友達登録をお願いします。

子
ど
も
・
子
育
て

【
幼
児
健
診
】

日
時
：
７
日
㈪　

午
後
１
時
か
ら

場
所
：
集
団
検
診
室

【
保
育
園
開
放
日
】

日
時
：
８
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
北
信
保
育
園

【
子
育
て
相
談
日
】

日
時
：
９
日
㈬　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
ひ
な
た
ぼ
っ
こ

【
あ
そ
び
の
教
室
】

日
時
：
14
日
㈪　

午
前
10
時
か
ら

場
所
：
北
信
保
育
園

【
離
乳
食
教
室
】

日
時
：
15
日
㈫　

午
前
10
時
か
ら

場
所
：
集
団
検
診
室

【
リ
ズ
ム
あ
そ
び
】

日
時
：
30
日
㈬　

午
前
10
時
か
ら

場
所
：
役
場
か
た
く
り
ホ
ー
ル

そ
の
他

【
心
と
か
ら
だ
の
健
康
相
談
会
】

日
時
：
17
日
㈭　

午
後
２
時
か
ら

場
所
：
役
場

ス
ポ
ー
ツ

【
フ
ッ
ト
パ
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
】

日
時
：
19
日
㈯　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
横
倉
地
区

【
栄
村
ス
キ
ー
大
会
】

日
時
：
20
日
㈰　

８
時
半
開
会
式

場
所
：
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場





（14）公民館報�さ か え令和４年３月１日

公
民
館
報

第345号
令和４年３月１日発行

■ 発行
栄村公民館
〒389-2703
長野県下水内郡栄村
大字堺9214-1

■ 電話
0269-87-2100

■ 編集
栄村公民館報編集委員会

栄村の給食を考えようの会

写真上：収穫した野菜
（保育園の給食におすそ分けしました）
写真下左：糸状菌　写真下右：収穫

�

代
　

表
　
鑓
水
　
愛

　

昨
年
2
月
「
い
た
だ
き
ま
す
２
～
こ
こ

は
発
酵
の
楽
園
～
」
の
上
映
会
を
行
い
、

６
月
に
は
公
民
館
主
催
で
、
こ
の
映
画
に

登
場
す
る
菌
ち
ゃ
ん
先
生
こ
と
吉
田
俊
道

さ
ん
の
講
演
会
を
開
催
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
、
栄
村
公
民
館
と
共
に
菌
ち
ゃ
ん
農

法
（
土
の
中
の
良
質
な
微
生
物
【
菌
ち
ゃ

ん
】
を
増
や
し
、
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
生
命

力
あ
ふ
れ
る
野
菜
を
作
る
農
法
）
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

１
回
目
は
、
齋
藤
春
子
さ
ん
（
長
瀬
）

か
ら
ボ
カ
シ
の
作
り
方
を
学
び
、
２
回
目

に
は
、
そ
の
ボ
カ
シ
と
野
菜
ク
ズ
（
調
理

の
際
に
出
る
、
野
菜
の
皮
や
端
）
を
混
ぜ

て
土
を
作
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
土
が
熟

成
し
て
き
た
頃
に
秋
野
菜
の
種
を
蒔
き
、

11
月
に
は
、
驚
く
ほ
ど
元
気
で
、
立
派
な

小
松
菜
や
大
根
、
に
ん
じ
ん
が
育
ち
ま
し

た
。
土
を
触
っ
て
み
る
と
、
フ
カ
フ
カ
で

糸し
じ
ょ
う
き
ん

状
菌
が
び
っ
し
り
。
こ
の
糸
状
菌
が
野

菜
の
根
っ
こ
に
く
っ
つ
い
て
、
土
か
ら
生

理
活
性
物
質
【
菌
ち
ゃ
ん
パ
ワ
ー
】
を
野

菜
に
運
ん
で
元
気
に
し
て
く
れ
る
そ
う
で

す
。
虫
食
い
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
小
松
菜

が
立
派
に
育
っ
た
こ
と
に
は
本
当
に
驚
き

ま
し
た
。
元
気
な
野
菜
は
虫
が
食
べ
に
来

な
い
そ
う
で
す
。
実
は
比
較
で
、
何
も
入

れ
て
い
な
い
土
に
も
種
を
蒔
い
て
み
た
の

で
す
が
、ほ
ぼ
何
も
育
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

菌
ち
ゃ
ん
畑
で
育
っ
た
野
菜
は
味
が
濃

く
、ど
れ
も
甘
さ
が
あ
っ
て
驚
き
ま
し
た
。

特
に
小
松
菜
は
甘
み
が
強
く
、
生
で
食
べ

て
も
え
ぐ
み
が
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

野
菜
ク
ズ
が
こ
ん
な
に
も
活
躍
し
て
く

れ
る
こ
と
を
実
感
し
、
冬
の
間
も
野
菜
ク

ズ
と
ボ
カ
シ
、
塩
を
混
ぜ
て
野
菜
ク
ズ
た

い
肥
作
り
に
挑
戦
し
続
け
て
い
ま
す
。
発

酵
し
て
漬
物
み
た
い
な
匂
い
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
春
か
ら
ま
た
菌
ち
ゃ
ん
野
菜
を

育
て
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
菌
ち
ゃ
ん

パ
ワ
ー
で
夏
の
小
松
菜
も
虫
に
食
べ
ら
れ

な
い
の
か
? !
今
か
ら
ド
キ
ド
キ
楽
し
み
で

す
。

菌ちゃん野菜作りにチャレンジ！
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令
和
4
年
2
月
1
日
付
け
で
刊
行

さ
れ
た
栄
村
誌
。
平
成
29
年
に
着
手

し
て
か
ら
5
年
の
歳
月
を
か
け
て
、

私
た
ち
の
ル
ー
ツ
で
も
あ
る
歴
史

や
、
自
然
環
境
の
豊
か
さ
を
知
る
こ

と
の
で
き
る
も
の
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。

　

今
回
刊
行
さ
れ
た
村
誌
は
、
自
然

編
と
歴
史
編
に
分
か
れ
て
お
り
、
自

然
編
で
は
、
植
物
や
動
物
の
写
真
が

た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、

ち
ょ
っ
と
し
た
図
鑑
と
し
て
も
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。ま
た
、

様
々
な
自
然
環
境
や
生
物
の
生
息
状

況
か
ら
、
栄
村
の
自
然
の
豊
か
さ
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

歴
史
編
で
は
、
区
に
残
さ
れ
た
古

文
書
や
村
民
の
お
宅
で
保
管
さ
れ
て

い
た
古
文
書
の
資
料
も
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
世
に
1
冊
し

か
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
鈴
木
牧
之

の
『
秋
山
記
行
』
草
稿
本
や
実
際
に

調
査
を
し
て
作
成
し
た
仙
当
城
の
縄

張
り
図
な
ど
、
大
変
貴
重
な
資
料
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
発
見
さ

れ
た
ひ
ん
ご
遺
跡
や
雨
引
城
に
つ
い

て
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
雪

も
落
ち
着
い
た
こ
の
季
節
に
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

も
っ
と
知
り
た
い
！
直
接
執
筆
者

か
ら
話
を
聞
い
て
み
た
い
！
と
い
う

方
は
、
ぜ
ひ
公
民
館
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。
講
座
開
催
に
向
け
て
準

備
を
進
め
ま
す
。

　60年ぶりに栄村誌が刊行されたことを受け
て、執筆者と共に学ぶ様々な講座を展開したい
と準備を進めています。
　栄村誌を活用して、栄村の魅力を再発見しま
しょう！

地域史料保全有志の会主催

第１回栄村の文化と自然報告会

栄村の文化と自然を再発見！
～知れば知るほど栄村はすごい！～

　新型コロナウイルスにより、思うように活動できなかった
ため、今年は栄村の魅力を再発見する報告会を開催します。

◦期日：令和４年３月12日㈯　午後1時～
◦会場：さかえ倶楽部スキー場２階研修室
◦開場：12時30分
◦共催：栄村教育委員会、栄村公民館

　参加を希望される方は栄村教育委員会事務局☎0269-87-
3118までお申し込みください

栄村誌刊行記念
「笹本正治監修基調講演会」
⃝期日：４月23日㈯
⃝会場：栄村文化会館かたくりホール

　栄村誌刊行を記念して、村誌監修の笹本
正治先生（長野県立歴史館特別館長）をお
招きした講演会を開催します。
　笹本正治先生は日本の歴史学者で、特に
武田信玄をはじめとした戦国期を専門とさ
れており、数々の書籍も出版されています。
　ローカルな地域文化も大切にされてい
る、情熱的な先生のお話をぜひ聞きに来て
ください。詳細は後日チラシにてお知らせ
します。

こ
ら
っ
せ
通
信

自然編より

上：歴史編
右：自然編

村誌を手に
栄村の魅力 再発見
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一
石
を
投
じ
る

館
報
編
集
委
員
会
の

一
コ
マ

関
澤
義
人
公
民
館
長

　

最
近
、『
田
舎
は
い
や
ら
し
い　

地

域
活
性
化
は
本
当
に
必
要
か
？
（
花

房
尚
作
著
）』
と
い
う
本
を
読
み
ま
し

た
。
著
者
は
冒
頭
で
「
国
や
県
は
過
疎

対
策
と
し
て
多
額
の
金
を
投
資
し
て
い

る
が
、
金
を
か
け
て
地
域
を
活
性
化
す

る
こ
と
は
本
当
に
必
要
な
の
か
。
過
疎

地
は
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
望
ん
で
い
る

の
か
。
こ
の
ま
ま
朽
ち
て
い
け
ば
よ
い

と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
投
げ
か
け
か
ら
始
ま
り
、

「
過
疎
地
域
の
人
は
都
会
の
よ
う
な
競

争
の
あ
る
環
境
な
ど
求
め
て
い
な
い
。

気
軽
に
過
ご
し
、
気
軽
に
生
活
を
営
み

な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

役
場
や
中
央
官
庁
に
任
せ
て
お
け
ば
よ

い
と
思
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
。
価
値
観

の
違
う
若
者
を
う
っ
と
う
し
い
と
感

じ
、
合
理
性
や
効
率
性
は
軽
視
さ
れ
、

感
情
に
価
値
を
置
き
、
変
化
を
嫌
う
世

界
。
主
体
的
に
～
す
る
と
い
う
発
言
は

な
く
、
他
所
の
話
や
誰
か
の
噂
話
が
大

好
き
で
あ
り
、
発
展
な
ど
求
め
て
い
な

い
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い

ま
す
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
、
と
い
う

反
発
心
を
抱
き
な
が
ら
読
み
進
め
て
い

く
の
で
す
が
、
最
後
に
は
、
あ
～
な
る

ほ
ど
な
、
と
い
っ
た
内
容
で
締
め
く
く

っ
て
い
ま
す
。

　

本
を
読
み
終
え
た
と
き
、
行
政
が
お

金
を
投
資
し
続
け
な
け
れ
ば
活
性
化
し

な
い
地
域
は
果
た
し
て
持
続
可
能
な
の

か
と
い
う
疑
問
を
抱
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
村
民
が
栄
村
の
暮
ら
し
を
楽

し
み
、
子
育
て
世
代
が
不
安
に
な
ら
な

い
村
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。
子
ど
も
が
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
先

の
未
来
を
考
え
に
く
い
。
そ
う
い
う
村

に
は
人
は
来
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
か
ら
で
す
。

　

村
民
の
多
く
は
、
自
然
の
中
で
暮
ら

し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
今
の
暮
ら
し
を
続
け
て
い
き
た

い
。
私
も
そ
う
考
え
て
い
る
一
人
で
す

が
、
た
だ
そ
こ
に
い
る
だ
け
で
変
化
を

求
め
な
い
と
い
う
ば
か
り
で
は
、
立
ち

ゆ
か
な
く
な
る
と
も
思
い
ま
す
。
同
じ

価
値
観
の
人
だ
け
で
暮
ら
す
こ
と
が
地

域
の
持
続
に
つ
な
が
る
の
か
─
。
け
れ

ど
も
、
同
じ
価
値
観
だ
か
ら
こ
そ
祭
り

や
集
落
行
事
が
盛
り
上
が
る
と
い
う
良

い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

発
展
は
し
な
く
て
も
い
い
け
れ
ど
、

集
落
が
緩
や
か
に
持
続
し
て
ほ
し
い
と

願
う
人
も
多
い
。
そ
れ
に
は
、
か
な
り

の
労
力
が
な
い
と
持
続
し
て
い
か
な
い

と
思
う
の
で
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
、
い
か
に
楽
し
く
暮

ら
し
て
い
け
る
か
。
勝
ち
負
け
で
は
な

い
で
す
が
、
田
舎
は
楽
し
く
暮
ら
し
た

も
の
勝
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た

暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
い
る
人
を
、
公
民

館
報
で
発
信
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
編
集
委
員
の
皆
さ
ん

は
い
か
が
で
す
か
。

齋
藤
和
代
編
集
委
員

　

私
は
、
縄
文
時
代
か
ら
続
く
里
山
の

暮
ら
し
の
中
で
、
村
民
が
培
っ
て
き
た

知
恵
や
技
を
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。様
々
な
行
事
の
簡
素
化
、

特
に
、
こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て

そ
れ
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

行
事
を
通
し
て
、
郷
土
調
理
や
地
域
の

文
化
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

う
し
た
場
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
暮
ら
し
の
中
で
の
知

恵
や
技
は
、
山
菜
採
り
や
畑
、
雪
の
知

恵
、
郷
土
料
理
等
、
様
々
な
枝
葉
に
分

か
れ
、
栄
村
で
の
生
き
て
い
く
力
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
は
、
イ
ベ
ン
ト
事
で

終
わ
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
年
間
を

通
し
て
、
様
々
な
世
代
が
集
い
、
高
齢

の
方
か
ら
話
を
聞
き
合
う
よ
う
な
方
法

が
い
い
の
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。
培

っ
て
き
た
高
齢
者
か
ら
直
接
話
を
聞
く

こ
と
で
、
高
齢
者
は
こ
れ
ま
で
の
暮
ら

し
に
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
し
、

若
者
は
地
域
を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
う
し
た
活
動
の
中
で
、
村

民
が
元
気
に
な
っ
て
い
く
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
暮
ら
し
の
中
で
日
常
的
に
行

わ
れ
、
そ
う
し
た
人
の
背
中
か
ら
、
後

　

２
月
の
編
集
委
員
会
で
、
栄
村
や

こ
れ
か
ら
の
公
民
館
報
に
つ
い
て
話

し
た
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。



公民館報�さ か え（17） 令和４年３月１日

ぐ
に
助
け
に
来
て
く
れ
ま
す
。
年
々
高

齢
者
の
割
合
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
高

齢
の
方
や
一
人
暮
ら
し
の
方
に
は
、
い

つ
で
も
と・

ん・

で・

き
て
く
れ
る
人
の
存
在

が
必
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ご
近
所

さ
ん
と
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い
・
助

け
合
い
の
精
神
も
大
切
に
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

島
田 

遥
編
集
委
員

　

私
は
特
に
こ
う
い
う
村
に
な
っ
た
ら

い
い
な
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
地
域
の
し
き
た
り
と
い
っ
た
決
め

ら
れ
た
こ
と
か
ら
外
れ
な
い
よ
う
に
、

世
へ
と
継
続
的
に
継
承
さ
れ
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
し
た
技

や
知
恵
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
そ
れ
を

駆
使
し
て
、
見
せ
つ
け
な
が
ら
楽
し
く

暮
ら
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

阿
部
美
代
子
編
集
委
員

　

私
も
、
郷
土
料
理
の
伝
承
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
ん
ぼ
、
山
菜
料

理
、
味
噌
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
栃
も
ち
等
、

栄
村
に
は
た
く
さ
ん
の
郷
土
料
理
が
あ

り
ま
す
。嫁
い
で
き
た
ば
か
り
の
頃
は
、

す
べ
て
の
も
の
が
珍
し
く
、
何
も
作
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
最
近
に
な
っ
て
い
ろ

い
ろ
な
も
の
に
挑
戦
し
、
去
年
は
初
め

て
ご
近
所
さ
ん
と
味
噌
を
作
っ
た
の
で

す
が
、
た
だ
作
る
だ
け
で
な
く
、
い
ろ

い
ろ
な
話
し
を
し
な
が
ら
知
恵
も
教
わ

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
こ
う
い
っ
た
、
都
会
で
は
味
わ

え
な
い
時
間
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た

し
、
こ
の
文
化
を
な
く
さ
な
い
で
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
時
代
、
特
に
人
と
の
つ

な
が
り
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
栄
村

は
集
落
の
中
で
顔
を
知
ら
な
い
者
は
い

ま
せ
ん
。
大
人
か
ら
子
供
ま
で
、
全
員

知
っ
て
い
ま
す
。
知
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
悪
い
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

以
上
に
助
け
合
い
の
精
神
が
す
ば
ら
し

い
。
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
す

畑
や
田
ん
ぼ
な
ど
、
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
を
や
っ
て
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま

す
。
雪
が
大
変
だ
と
い
う
方
も
多
い
で

す
が
、
大
変
だ
と
は
あ
ま
り
思
っ
て
い

ま
せ
ん
。
人
が
増
え
れ
ば
い
い
な
と
も

あ
ま
り
思
っ
て
も
い
な
く
て
、
自
分
自

身
が
暮
ら
し
や
す
い
、
生
き
や
す
い
と

思
え
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の
か
な
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

２
月
上
旬
に
村
誌
が
配
布
さ
れ
、
そ

れ
を
読
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
知
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
掲
載
さ
れ
て
い
て
非
常

に
面
白
い
。
そ
の
場
所
へ
行
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
し
、
改
め
て
気
づ
か
さ

れ
る
こ
と
も
多
い
。
こ
う
し
た
、
知
ら

れ
ざ
る
栄
村
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
て

い
る
こ
と
に
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

齋
藤
美
希
編
集
委
員

　

今
年
は
特
に
大
雪
な
の
で
、
冬
の
除

雪
は
大
変
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
除

雪
救
助
隊
等
の
村
特
有
の
制
度
も
あ
り

ま
す
が
、
高
齢
の
女
性
で
あ
っ
た
り
、

Ｉ
タ
ー
ン
し
て
き
た
方
で
あ
っ
た
り
、

女
性
の
一
人
暮
ら
し
と
い
う
の
は
暮
ら

し
づ
ら
い
の
か
な
と
。

　

村
の
理
想
像
は
特
に
な
い
で
す
が
、

栄
村
に
し
か
な
い
良
さ
を
自
分
自
身
で

分
か
っ
て
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
古
代
中
国
の
思

想
家
で
あ
る
、
老
子
の
言
葉
で
「
足
る

を
知
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
何
事
に
対
し
て
も
満
足
す
る
と
い
う

意
識
を
持
つ
こ
と
で
、
精
神
的
に
豊
か

に
な
り
、
幸
せ
な
気
持
ち
で
生
き
て
い

け
る
」
と
い
う
意
味
な
の
だ
そ
う
で
す

が
、
欲
張
ら
ず
、
今
の
生
活
の
中
に
満

足
を
見
出
せ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
村
暮

ら
し
が
で
き
た
ら
幸
せ
だ
な
ぁ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

栄
村
公
民
館
報
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

村
民
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
、
栄
村
の

可
能
性
や
村
の
未
来
を
問
い
な
が
ら
、

栄
村
の
暮
ら
し
を
楽
し
む
村
民
や
、
知

恵
や
技
術
を
駆
使
し
て
暮
ら
し
て
い
る

逞
し
い
村
民
を
積
極
的
に
掲
載
し
て
い

き
ま
す
。

　

村
の
雰
囲
気
も
、
未
来
も
、
村
民
一

人
ひ
と
り
の
考
え
や
行
動
で
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
せ
っ
か
く
の
一
度
き
り
の
人

生
な
の
で
す
か
ら
、
少
し
で
も
前
向
き

に
楽
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
一
歩
を

踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

公
民
館
報
へ
の
意
見
や
感
想
等
あ

り
ま
し
た
ら
栄
村
公
民
館
（
☎
８
７
─

２
１
０
０
）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

（
F
A
X
可
）。
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し
て
き
た
役
人
に
見
分
を
頼
む
事
例
は

珍
し
く
な
く
、
ま
た
代
官
所
か
ら
上
位

の
勘
定
方
に
報
告
が
上
り
ま
す
か
ら
、

こ
の
時
機
を
と
ら
え
て
勘
定
所
役
人
の

見
分
が
組
ま
れ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
た
だ
時
季
が
悪
い
の
は
致
し
方

な
く
、
折
角
の
見
分
も
遠
見
で
済
ま
す

よ
う
願
い
出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
古
文
書
の
読
み
取
り
が
甘

く
、
大
き
な
事
件
と
の
関
連
を
見
逃
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
誤
っ
た
解
釈
を
御

目
に
か
け
ま
し
た
こ
と
、
申
し
訳
な
く

存
じ
ま
す
。
反
省
し
、
精
進
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
御
協
力
い
た
だ
い
た
村
誌

編
纂
室
に
は
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

地域史料保全有志の会
鈴木 努（通称：ど先生）
イラスト作成：佐藤洋平

　

年
明
け
か
ら
大
雪
が
続
き
ま
す
が
、
お
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。
さ
て
こ
の
た
び
『
栄

村
誌
』
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
歴
史
編
に
は

村
内
に
あ
る
古
文
書
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ

れ
、な
か
な
か
濃
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

栄
村
に
は
こ
ん
な
に
も
色
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
詰
ま
っ
た
場
所
な
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
が

よ
く
わ
か
る
本
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
新
し
く
出
た
「
村
誌
」
に
、
前

回
紹
介
し
た
豪
雪
に
つ
い
て
の
話
題
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見
ま
す
と
古

文
書
が
記
す
の
は
も
っ
と
大
き
な
事
件
で
あ

り
、
前
回
の
記
事
は
大
幅
に
訂
正
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
っ

た
く
筆
者
の
不
徳
と
致
す
と
こ
ろ
で
す
。
幸

い
村
誌
編
纂
室
の
ご
協
力
を
得
て
基
礎
と
な

る
資
料
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
は
お
詫
び
か
た
が
た
あ
ら
た

め
て
前
回
の
古
文
書
を
読
み
直
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　
〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜
　
其
の
四
十
九

　

ま
ず
古
文
書
の
読
み
違
い
を
し
た
所

か
ら
反
省
を
し
ま
す
。
冒
頭
の
「
こ
の

た
び
御
勘
定
様
が
閏
二
月
上
旬
に
越
後

国
魚
沼
郡
に
御
用
筋
で
通
行
す
る
順
道

な
の
で
志
久
見
村
の
山
抜
け
場
所
を
御

見
分
遊
ば
さ
れ
る
と
仰
せ
渡
さ
れ
ま
し

た
」
の
部
分
、
筆
者
は
全
体
を
村
人
が

代
官
所
か
ら
指
令
さ
れ
た
こ
と
と
読

み
、「
御
見
分
遊
ば
さ
れ
る
」
は
村
人

か
ら
代
官
所
へ
の
謙
譲
表
現
と
判
じ
ま

し
た
が
、
こ
こ
は
「『
こ
の
た
び
御
勘

定
様
が
（
中
略
）
御
見
分
遊
ば
さ
れ
る
』

と
（
代
官
所
か
ら
）
仰
せ
渡
さ
れ
ま
し

た
」
と
読
む
べ
き
で
し
た
。
つ
ま
り
代

官
所
が
志
久
見
村
の
人
々
に
指
示
し
た

の
は
通
路
の
見
分
で
は
な
く
、「
御
勘

定
様
を
山
抜
け
場
所
へ
案
内
し
ろ
」
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
こ
を
間
違
え
た

の
で
後
の
解
読
が
あ
ら
ぬ
方
向
に
行
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
な
お
、
前
回
紹
介

し
た
島
田
家
文
書
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
文

の
古
文
書
が
桑
原
家
に
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
一
方
は
年
紀
を
欠
き
、
一
方
は
差

出
・
宛
名
を
欠
い
て
お
り
、
助
詞
な
ど

に
も
異
同
が
あ
る
の
で
、
両
者
の
作
成

経
緯
や
関
係
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
志
久
見
村
の
山
抜
け
は
、
文
化

六
年
（
一
八
〇
九
）
三
月
一
八
日
に
起

き
た
大
規
模
な
山
の
崩
壊
で
、
雪
坪
の

田
畑
と
居
屋
敷
が
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。「
村
誌
」
に
よ
れ
ば
集
落
背

後
の
髙
ま
ち
山
が
崩
れ
、
山
続
き
の
田

畑
に
土
砂
が
流
れ
込
み
、
ま
た
十
六
軒

の
う
ち
上
村
の
八
軒
を
押
し
潰
し
た
、

と
い
う
も
の
で
す
。
旧
村
史
で
は
文
政

六
年
の
事
件
と
し
つ
つ
、
こ
の
時
に
田

一
町
五
反
・
畑
二
町
余
が
潰
れ
、
人
家

五
軒
が
五
尺
か
ら
七
尺
ず
り
下
が
っ
た

と
い
い
ま
す
。
幸
い
予
兆
に
応
じ
て
早

め
に
避
難
し
た
た
め
怪
我
人
な
ど
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

村
で
は
代
官
所
に
注
進
し
役
人
の
見

分
を
受
け
ま
す
。
代
官
所
は
今
後
の
成

行
き
が
見
通
せ
な
い
難
場
で
あ
り
、
追

っ
て
沙
汰
す
る
と
し
当
面
は
避
難
し
た

人
の
面
倒
を
親
類
・
組
合
で
見
る
よ
う

に
、
ま
た
怪
我
人
な
ど
が
出
な
い
よ
う

見
廻
る
こ
と
を
指
示
し
ま
す
。そ
の
後
、

村
は
代
官
所
か
ら
二
九
両
の
手
当
て
金

を
受
け
取
り
、
経
費
や
礼
金
を
差
し
引

い
た
額
が
雪
坪
十
六
軒
に
分
与
さ
れ
ま

し
た
。『
栄
村
誌
』
に
は
そ
の
後
の
復

興
の
過
程
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

幕
府
の
勘
定
所
役
人
が
見
分
に
来
た

目
的
は
何
か
。
村
側
で
復
興
の
た
め
に

御
普
請
（
公
費
の
出
る
工
事
）
か
、
ま

た
は
何
ら
か
の
公
的
補
助
を
を
要
求
し

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
別
件
で
出
張

冬
の
雪
坪
集
落
（
令
和
４
年
２
月
25
日
撮
影
）

『
春
の
深
雪
』 

訂
正
編
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　４月に発表される本屋大賞のノミネート作品が決まり、栄
村公民館図書室でも作品を多く揃え皆さんの利用をお待ちし
ています。
　本屋大賞は通常の文学賞のように主催が出版社で選考者が
作家ではなく書店に勤める書店員の投票により受賞が決まる
ので最近では芥川賞などより売り上げを伸ばす賞になり注目
される賞になっているようです。
　発表は４/６です。ぜひ読み比べてお気に入りの一冊を探
してみませんか。

　図書室入ってすぐ左のテーマコーナーは
現在『芥川賞・直木賞』です。過去の受賞
作品がぱっと見ただけで分かるようになっ
ています。
　来室された際に手に取ってみて下さい。

新着図書の紹介
花束は毒（織守きょうや）／ヒトの壁（養老孟司） ／新しい星（彩瀬まる）
会って、話すこと。自分のことはしゃべらない。相手のことも聞き出さない。
人生が変わるシンプルな会話術（田中泰延）
さよならジュード（SAKURA）／シングルマザー、その後（黒川祥子）
問題の女（平山亜佐子） ／夜が明ける（西 加奈子）
特許やぶりの女王 弁理士・大鳳未来（南原 詠）
世界「失敗」製品図鑑 「攻めた失敗」20例でわかる成功への近道

（荒木博行）
闇祓（辻村深月） ／黒牢城（米澤穂信） ／星を掬う（町田そのこ）
スモールワールズ（一穂ミチ） ／嗤う淑女 二人（中山七里）
老い蜂（櫛木理宇） ／本日は、お日柄もよく（原田マハ）

★栄村図書室開館時間★
平　日　午前８時半～午後５時
土・日　午前９時～正午　　　
※祝日は休館します

★栄村図書室休館日★
３月19日㈯～21日㈪　４月29日㈮～30日㈯
５月１日㈰、３日㈫～５日㈭　　　　　　
連休で休館日があります。ご不便をおかけします。

　栄村公民館図書室では土日の午前中、図書室を開けてくださるボラン
ティアさんを募集しています。この春からやってみませんか。読書の習
慣もできますよ。栄村在住の成人している方ならどなたでもできます。
　１～２か月に１度の当番です。お問い合わせは栄村教育委員会事務局
☎87-3118までお願いします。

テーマコーナー
　現在図書室は①マス
ク着用のお願い②短時
間の利用③他の利用者
との距離を保つなどの
お願いをしています。

図書室ご利用の
お願い

図書ボランティア
募集中！

えほん
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おおきく
な〜れ

関谷　蓮
れん

さん（1７歳）月岡
　僕は４月から飯山高校の３年になります。振り
返ってみると高校入学の時から既に僕たちの生活
の一部に新型コロナがありました。その影響から
様々な行事の中止、縮少、部活動においては大会
の中止など辛く悲しいことがあった２年間でし
た。しかし、僕が一番大切だと思う事は最初でも
途中でもなく、『最後』だと思います。今年僕は
最後の高校１年間です。笑顔で卒業できれば高校
生活が良い思い出になると思います。
　新型コロナにより思うように過ご
せない日々が続いていますが、下を
向いている暇はありません。前だけ
向いて笑顔で卒業できるように頑張
りたいです。

将棋が大好き！
お医者さんになりたい！

大
だい
雅
が

くん（６歳）㊧

恐竜が大好き！
警察官になりたい！

虎
こ
白
はく

くん（２歳）㊨

　弟思いの優しい兄と、兄が大好きな
弟です。兄弟仲良く大きくなってね！
山田健一さん・真優子さん宅（横倉）

今年の冬は特に雪が多かった!!そんな冬の村民のつぶやきを紹介します。

冬のつぶやき

盆には雪はねさけ、
心配しんな。

俺はこのくらい
降った方が落ち着くな。

除雪サイズもいいけど、
汗かいた分3倍補給するから、
またでっかくならさ～

除雪のしょに本当に感謝。朝早くから晩までありがててぇ。

いや～、へ～よっくよくだて
（もう、くたびれた、いやになった）

雪が降った後の
青空が一番好きなの！

この冬がいいのよ。

冬はいぞな～。
好きなことして
られるもんな。

あの春が来ると

思うから、この冬
を

耐えられらんだて
な。

これだけ降れば、
今年の山菜は
うんまいかな？

この雪がな～、
ま～ずしょうねて。

飽きずに
よく降るもんどれ～
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近
年
に
な
い
大
雪
で
、
容
赦
の
な
い
自
然
の
怖
さ

を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
今
年
の
冬
で
し
た
。
雪
を
知

ら
な
い
国
の
人
に
と
っ
て
は
想
像
を
絶
す
る
世
界
で

す
。
人
間
の
背
丈
を
は
る
か
超
え
て
、
雪
が
家
に
も

畑
に
も
区
別
な
く
降
り
積
も
る
の
で
す
か
ら
。
そ
う

い
う
所
に
、
私
た
ち
は
幸
運
に
も
住
む
こ
と
が
出
来

て
い
ま
す
。
自
給
自
足
を
基
本
に
し
た
、
古
き
良
き

時
代
の
暮
ら
し
へ
の
憧
れ
が
日
に
日
に
膨
ら
む
私
で

す
が
、
大
き
な
除
雪
機
の
あ
の
た
く
ま
し
い
姿
は
、

ど
う
し
て
も
頼
っ
て
し
ま
い
感
謝
し
か
な
い
わ
け
で

す
。
文
明
の
利
器
で
あ
り
が
た
い
機
器
ト
ッ
プ
10
に

ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
と
と
も
に
ラ
ン
ク
イ
ン
。

編
集
後
記

　今年はたくさんの雪が降りました。２月下旬になっ
ても大雪警報が発令されたときには「もう勘弁してく
れ」と思った方も多いはず。
　そんな中、竹花組事務所の前には何ともかわいらし
い雪像が！コロナによってさまざまなイベントが中止
や延期になる中、雪国を楽しむ村民の心と、ユーモア
あふれる雪像アートに、思わず微笑んでしまう、なん
とも心温まる作品でした。

越智の江戸日記
　いつの間にかもう２年経ってしまいました。この
２年間を総括すると、あらためて「多様であること」
とどう向き合っていくか考えさせられた期間でし
た。東京で関わらせていただいた仕事は、初めは小
さな拠点の形成推進、次は二地域居住の推進の仕事
でした。小さな拠点の形成は、小さな地域をその地
域のままなるべく残そうという目的の取り組みで、
言い換えればこの日本の中で今残っている地域とい
う多様性をなくさないようにする取り組みだと感じ
ています。二地域居住に関してもコロナ禍によるテ
レワークの進展などで更に多様になった暮らしや働
き方を支える考え方・生活の仕方の１つです。
　また、前回で書いたように、東京の文化の多様さ
とその良し悪しも暮らしの中で感じましたし、それ
によって、栄村という一つの地域の中で深くなって
いく多様さも感じることができました。
　私達が今の社会で生きるにおいて、自身の中に多
様さを持っていることは重要だと思っています。今
は技術の進歩で世界中の人たちの様々な価値観に、
誰でも何歳でも触れられるようになりました。そん
な中ではたとえ昔から深いつながりを持っている栄
村の中であっても、少し世代が違うだけで、お互い
に「何言ってるかよくわからないなあ」と思うこと
が増えることもあると思います。そういう時にも、
自分の中に多様さを持っておくことで、話し合うこ
とができますし、お互いに理解をしあえるきっかけ
にもなるのではないでしょうか。
　また、栄村の良いところは、昔から深くて強いコ
ミュニティを持っていることで、価値観の違いも東
京などより実感を持って感じることができると思い
ます。それにより、自身の中の多様さが生まれやす
くなりますし、その価値観の違いが自分の中で受け
入れやすくもなるのでは、と思っています。誰ひと
り取りこぼさない村を目指したいですね。
　２年間本当にありがとうございました。
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今月の一句 〜栄村俳句会〜
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※一部を紹介します。
左：コアラ
下：軽トラと重機


